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気候概念の変遷と気候学の発達　（1）＊

18世紀までの気候概念一

吉 野 正 敏料

　〔要旨〕古代から18世紀までの気候概念の推移を概

観した．ヨーロヅパにおけるclimateの意味は，古代に

は傾斜または緯度（圏）で，中世になると，それにあ

る緯度（圏）の場所という内容が含まれるようになった．

さらに近世になると，転じて，ある場所の大気の状態ま

たは大気状態の場所を意味するようになり，生物社会の

環境という老え方が発展した．日本におけるこれに相当

する語は風土で，古代から場所または地域の意味を持ち，

16世紀ごろ以後は，さらに環境の概念がそれに加わった．

日本語の気候の起源はわからないが，中世では今日の季

節の意味を持ち，おそらく近世になってから，ある場所

の大気の状態という内容を持っようになったと考えられ

る．meteorologyは古代・中世を通じて大気中の諸現象

に関する科学であったが，16世紀ごろから，大気の物理

学的特性を論じる科学の意味に限定されるようになりだ

し，地球上の場所（地域）に関した大気の状態について

はclimateとして論じられた．その科学としての名は，

18世紀末か19世紀になってclimatologyとして呼ばれ

るようになった．

ま　え　が　き

　気候概念の変遷と気候学の発達について，特に19世紀

を中心にして調べる予定で仕事を始めた．始めてみると

それ以前の時代において，古代からすでに気候climate

についてはいろいろ論じられており，しかも，その内容が

かなり変化していることがわかった．そこで，一応18世

紀までの移り変りをまとめた．現在のところ，この…連

の報告の目的は，近代科学としての気候学が成立する18
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　一1958年8月29日受理一

～19世紀における気候学の発達過程を調べることにあ

る．

1．　古代における「気候」の意味
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　（A）　ギリシァ・ローマまで

　まず，古代ギリシナにさかのぼる．英語のclimateは

’ドイツ語のKlima，フランス語のclimatとともに，ギ

リシァ語のκλ‘γε∠γ（1eanまたはincline）が語源で

あると考えられている．その意味は，（a）土地あるいは

山脈などの傾斜．（b）赤道から極に向う地球表面と空

の斜面または傾斜．（c）その傾斜面上で特定の（天体）

高度をもつ，すなわち，同じ緯度圏に横たわっている地、

球表面の地帯または地域．などの内容を持っていた1）．、

いずれにしても，太陽の地表面に対する傾き，地平面の

極に対する傾き，または，地軸の軌道面に対する傾きな

どを示していたことはまちがいない2）．

　つまり，この時代には，気候は地球上の緯度，または

緯度圏，土地の傾斜に関係する概念を持っていたわけで

ある．したがって，緯度の変化を，気候（大気の状態を，

も含めて）が違うというように表現し，7つの地帯が考

えられ，これをκλ‘ματα（climaしa）といった．すなわ

ち，Moroe17。N，Syene24。，Alexandria31。，Rho－

des36。，　Rome41。，　Borysthenes45。，　Riphaean

Mountains48。の7気候である3）．ここに示す7っの場

所が現在のどこか全部についてはよくわからないが，ア

レキサンドリアについては現在の緯度とまったく一致す

る．その後，赤道から北極までを昼間時数が30分ずつ長

くなるように24の気候にわけた．

　このように，気候は他の意味に使われていたので，今

日ならば気候というべきところは，，「季節」といってい

た．ヘロドトスの歴史巻4の199によれば，「リビアの遊

牧民がしめている高い地域キゥレネ地方（Cyrenaeans）

1



146 気候概念の変遷と気候学の発達（1）

では，収獲期がずれている3つの季節の地域がある．第

1は海岸地帯の作物，ブドーの収獲が行われる季節，第

2は海岸地帯上部で丘陵地域の作物の収獲が行われる季

節，第3は，第2の地帯の作物がとり入れのときに，果

実がみのる季節である．だから，最後の地帯で収獲され

ているときには，最初の地帯で収獲されたものは食べつ

くされている．……」という4）。

　このように，気候という言葉は使われてはいなかった

が・ある場所の大気の長年の状態（今日の意味での気候）

については，かなり詳しく認識されていた．ギリシァ以

前においても，当然，そのような記述はある．例えば，

エジプトにおいて，アケーナトンPharaohAkhenaton

の詩はその1つである．彼はツタンカーメンTut’ank－

hamenの義弟で，その治世は1380～1362B．C．が全盛で

あったが，大気の状態についてエジプト砂漢と，当時そ

の国土の1部であったパレスティナ・シリア（地中海気

候）とにおける違い，あるいは，ナイル川の上流と下流

における違いなどを書いている5）．

　人間環境として気候（今日の意味の）を論じたのはヒ

ポクラテス（460～377B．C．）に始まり，アリストテレス

も北国と南国の人間の性格を比較した．また，ローマの

建築学の始祖ヴィトルヴィウスM．Vitmvius（75B．C．

～26）が都市計画論・集落立地論の中で環境衛生の重要

性を論じているのは有名である．古代都市における気候

条件の認識としては，おそらく最高であろう6）．一般的

に云えば，ローマにおいてはギリシァほどの科学の発展

は認められなかったが，ストラボ（63一・19B．C．）は18巻

の地誌の大作をだしたし，技術面でも，ヒッパロスは貿

易風を利用して，ローマとインドの海上交通を盛んにし

た（47）．また，初めて大陸性・海洋性の気候（今日の意

味の）差を知ったのもローマ人（2世紀ごろ）と云われ

ている．

　このように，古代ギリシァやローマにおいては，「気

候」は天文学と測地学の知識から出発して，地球上の緯

度圏または緯度，あるいは傾斜を意味するもので，これ

に関係した概念であった．しかし一方，今日の意味の気

候，つまり長年の大気の状態については，現実の知識と

して，かなり正確にそして詳細にえられていたのである．

（B）　古代中国における気候概念

　古代中国でも，やはり天文学を中心として「気候」が

老えられていた．しかし，その発達した暦法から出発し

ている点が違っている．中国では，ギリシァより早く，

春秋の中ごろから，暦はかなり正確になっていた．前漢

2

の元封7年すなわち太初元年（104B．C．）に始行され

た3統暦（太初暦）は，中国で暦に名のある最初のもの

で，上古以来の暦を改正して，さらに精密な暦法によっ

たものである7）．これによると，1年を24等分して冬至
　　　　　　　　　　ちゆうき　　　　　　　　　　　せつき
点から始めて，12の「中気」と，12の「節気」を作り，

それぞれの季節に応じた名をつけた．これを「24気」とい

う8）．これをさらに3等分して，72候にわけ，そのとき

の気候がわかるように，東風解凍，涼風至などという候

をもうけた．すなわち，各節気に初候・二候・三候がそ

れぞれ名づけられた．

　このように，気候という語はあったが，その内容は，

約5日間という短い期間内の天候状態であるといった方

が適当である．そうして，その名は，日付の代りをつと

める天候状態の呼ぴ名と考えられる．

　何となれば，3統暦に限らず，中国においては，ほと

んどの暦代が立春を年の初めとした事実からわかるよう

に，農業を主体とした暦である．農民には，毎年，季節

とくい違う日付をみるより，24気72候をみて季節を知る

方が便利だからである．つまり，気候とは，何月何日か

ら何月何日までという代りに，それを天候状態の名で呼

ぶ暦上の気節（季節）であった9）．

　また，気候とは呼ばれていないが，中国の古代におい

ても，ギリシァのclimataに相当するものがあり，興味

深い．すなわち，漢の王，劉安（？～122B．C．）が作らせ
　　　　　　　　　　えなんじ
た前2世紀末の書物，准南子の地形篇には，中国の境域

を5地域に区分し，それぞれの地域の大気状態の違いに

よって，産物や人の性格が異なることが書いてある．ギ

リシァとよく似ている．

　ついでに，日本についてふれておくが，わが国の上古

には，中国の24気はまだ伝わっておらず，自然暦が使わ

れていたと考えられる．6～7世紀に百済から伝わった

暦が広まるまでは，中国古代のような気候という考えは，

当然なかったと考えられる．

　（C）　古代における気象観測結果

　気象観測の歴史を述べるのは目的でないが，大気状態

の測定が，どの程度客観的に行われていたかを簡単に述

べたい．大気状態の知識に対する裏づけとして，重要だ

からである．

　古代インドでは，チャナキャChanakyaの著わした政

治書（前4世紀）Arthastraにインドの数地点の平均雨

量が書いてあり，1年間の雨量の配分についての考察も

している10）．パレスティナでもやはり1世紀に雨量観測

を行なったという記録がある．ギリシァのアテネの風の

、天気〃　6．5。
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塔は有名であるが，風や天候の観測は，パラペグマータ

Parapegmata（前5世紀）によってもかなり詳しく各

地点で行われていたことがわかる11）．パラペグマータと

は大理石に書いた天気ごよみで，そのところどころに，

小さい穴がある．これは小さい木のくさびをさし込んで

月と日のしるしとするためである．その書いてある天候

は，観測によった一般的な記載で，その内容は町によっ

て違っている．したがって各地で別々に観測が行われ七

いたことは確かである．

　風の塔による観測は，起源は海上交通の目的であった

ろうが，ローマ時代になると，前述のヴィトルヴィウス

は「この風の塔を参照して，都市の中央で，この風の8

方位を定め，大路小路の線は，それぞれの風の中間の角

に向けなければならない．」と述べている6）ように，都市

計画案の基礎資料を提供する程度にまでなっていた．

　中国では，漢朝に風向・雨量の観測が行われた12）．し

かし，雨については，この時代に雨量計を使ったかどう

1か，わかっていない．1鄭樵の「通志」巻42，礼略1には，

「後漢でしま立春より立夏，そ「して立秋に終る間の雨沢を

郡国は奏上した．もし少ない郡県があれば，おのおの社

稜を掃除し，公郷官長が至って電礼を行った．」とある

が，単なる感じで相当に雨が降ったから農業にはたりる

であろうという程度の主観的なものか，あるいは降雨日

三数を数えるとか，雨量計を使ったりしての客観的なもの

かは，よくわからない13）．湿度については，「後漢書」

律暦史に，「飛灰候気之法」という詳しい記述があり，空

気中の湿度を測定した14）．さらにウィットフォーゲルに

．よれば商朝（1766～1122B．C．）以来，干ばつ，洪水，気

候などの記録が中国に伝わっており，農業国家として政

策に役立たせていた．例えば，この記録によると，前1400

年ごろはそれ以前の時代よりわずか高温で多湿であった

15）．もちろん，これは測器を使った記録ではない．

　このように，天候や気象状態の観測の記録はかなりあ

るが，長年の大気状態に関する記述は少ない．そ「して，

その両者が結びつけられていないのが特徴のようであ

る．

　ギリシァ時代以後，約2000年にわたって自然科学の教

典として信奉されたアリストテレス（384～322B．C．）の

Meteorologica（前4世紀）がでた．さらに観測や見聞に

よる知識が加えられた．例えばアレキサンダー大王（356

－323B．C．）はその遠征の体験から国によって気候（今日

の意味の）が違うことを知らせ，季節風の知識をもたら

したように，ギリシァ時代においては学問と経験の両面

1959年5月
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にわたって，すばらしい進歩が認められる．しかし・それ

はまだ個々別々に前進「してきたもので，互に結びつけら

れてはおらず，長年の大気状態一それをどのように定

義するかは別として一一に関する把握は，極めて主観的

であった．また，人間の環境または農業と結びつけると

きには，環境決定論的な見解しかされなかった・

　2．　5～15世紀における気候概念

　（A）　ヨーロッパの中世における気候概念

　中世については，一般の科学と同じく，気候概念に関

してもやはり，その多くが不明である．西欧においては・

アリストテレス以来のギリシァ的気候概念が連続してい

たと老えられる．ただ，気候帯について古代の項で記し

たように，一説では，アリストテレスの与舞候帯説が，

中世になってアラビアの地理学者ハルダン（1332～1406）

によって7気候帯に改められたといわれている．

　いずれにしても，中世においては，気候climateとは，

やはり緯度に関係した概念で，緯度線に平行な2線には

さまれた地球表面の地帯をさすものであった．このよう

な気候概念は，バーバーBarbour（1375），ショーセ

Chaucer（1391），ガウアGower（1393），マウンデフ

Maundev（1400）などが使っている．例えば・上記のシ

ョーセの天文学には，気候の緯度1atitude　of　a　climate

という使い方をしている．

　このような概念は，近世になっても17～18世紀ごろま

では使われていたようである16）．例えば，ブラウン郷

Sir　T．Browneの著書（1643）によれば，“……I　was

bomeintheeighthclimate”とある．ブリタニカ
（1683）には，“It（Britain）is　situated……under　the

eighth，ninth，tenth，……and　thirteenth　climates”

というように使われている．

　（B）　日本の古風土記と風土概念

　日本においては，西洋とやや事情を異にしている．そ

れは古代においては，わが国にはほとんど科学らしいも

のがなかったが，602年百済の僧観勒が暦本，天文，地

理などの書物を献じ，604年（推古天皇12年）に日本に

おける最初の正式な暦（元嘉暦）が制定されたという事

実をみてもわかるように，6～7世紀になって，急に科

学が移入され，進歩したことである．大化の改新（646）

を経て，時の政府はますます学問を重んじ，まず，法典

と国史の編集に力をそそいだ．

　法典の方は，政治制度の改革と相まって，仕事がはか

どり，近江朝之令22巻の新定，持統朝之令22巻の公布，

大宝律令の大成（701），養老律令の修定となった．国史

5
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の方は少しおくれて，古事記3巻（712），日本書紀30巻

および系図1巻（720）が完成した．　このような，文化

の充実しつつあった時代の背景の下に，古事記完成の翌

年（713），風土記作製の詔勅がでた．詔の内容は，「畿

内7道の諸国に，国名，郡名，郷名に字をあてがって，

資源，産物，地勢，伝承などを詳しく記載せよ．」とい

うものであった．かくして，風土記ができあがった．こ

れを古風土記と呼んでいるが，現存する古風土記は，常

陸・播磨・出雲・肥前・豊後の5つの国のものだけであ

る．

　ここで指摘しておきたいのは，（1）わが国では，気候

（今日の意味の）に関する詳しい記述が風土記に初めて

みられる．（2）風土という言葉が，気候を表現する言葉

としてではなく，使われているという事実である．この

2点について，以下少し述ぺてみたい．

　（1）風土記の内容は，諸国の各地方の古伝承が資料で，

“相伝の旧聞異事”を採録したものである．自然に関し

た記載の中でも，気候にっいては比較的少なく，山や川

の方が多い．また，それぞれの国内の記載であるから，

他の場所と比較しなければわからない気候の特性につい
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て，多くが書いてないのは，むりもないことである．し

かし，その記述は以下の通り，経験にもとずいた詳細な

気候観によっている．常陸風土記の最初に，　「……ただ
　　　　　　こなた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としなカま

あるところの水田，上は少く，中は多きをもって，年罧
あめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　え

雨にあわば，すなわち苗子のみのらざるなげきを聞き，
としひでり　　　　　　　　　　　　　と　し　　　ゆたか　　　よろこび

歳克陽にあわば，ただ殻実の豊稔なる歓をみる．」とあ

り，気候と作柄との関係が書いてある．これはめずらし

い例で，このような年による違いでなく，今日でいえば，

小気候または微気候的な現象の記載の方が目につく．擁
　　　　　　　　いいぼおか
えば，播磨風土記の粒丘の説明には，　「……北は寒く，
　　あたたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えとものはま

南は温し」とあるし，出雲風土記の恵曇浜の説明には
　　　うら　　　　さ　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みないわき

「……浦より在家に至るまでの間，四方に並石木なく，
しらすな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いさご

白沙の積れるがごとし．大風の吹くときは，その沙，風
　　　　　　　　　　　　　　　　いなが
のまにまに，雪のごとくふり，或は居流れて蟻のごとく

散りて，桑麻をおおう．……」とある．また，播磨風土

記には各里の項に，例えば，「土は中の中なり」という

記述がある．これは，「土地の肥沃の度を記してたてま

っれ．」という詔によるものであるが，この「士」とは1

単なる土壌ではなく，土地生産力のことで，土壌・水温・

地温・気温・風・湿度など農作物の自然環境の総合で，

　　　　　　おそらく作柄の良否から判定したものであ

鮎

　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿つ

　　　　　　　瓦・　　　　！融■

鋪眺・，㌔諦
　第1図　播磨風土記による播麿の国の、土”の階級分布．　（秋本吉

郎校注：風土記，日本古典文学大系2，1958の付録地図により作製．
ただし，階級は上の上，中，下を1，2，3，中の上，中，下を4，5，6，，

下の上，中，下を7，8，9とした．）

＊この分布についての解析は，別の機会に詳しくまと

　めたい

4

いうと，日本における「風土」とヨーロッパの“climate

とは，ほとんど同じ変化をしていて，興味がある．

ろう．判定の基準は主観的ではあろうが，

いわゆる小気候の良否を判定したものとし

て，注目してよいと思う．階級は上中下を

それぞれ，さらに上中下に区分「しているか

ら，全部で9階級あるが，上の上はなく，

第1図に示す通りの分布をしている．これ

によってもかなり詳細な小気候的記載であ

ることがわかる＊．

　（2）にっいては，風土記の内容は，今日

の地誌に相当することから，この当時17）の・

「風土」の語には，気候はもちろん，環魔の

意味も合んでいなかった．このように，日本

における最古の文献には，風土とは地域…

…地球上にある具体的な場所を指してい

る．ヨーロッパでは，後に述べる通り，中世

から近世になると，climateが緯度または『

緯度圏にはさまれた場所の意味から，さら

に進んで，ある特定の場所を意味するよう

になり，さらに今日の意味を持つように変

化する．したがって，言葉の意味の推移から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，単

、天気”　6．5．
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　（C）　気象観測技術の進歩

　このような，日本独自の風土記一一場所の記載　　と

は別に，気象現象の観察は，日本においてもかなり詳細

になっていた18）．朝鮮から文化が輸入されてから後は，

ますます観察の結果も整理され，自然科学的方法が進歩

七てきて，学間としての体系も整ってきた．

　中世，特に李朝の科学技術は充実しており，世宗代に

朝鮮全国に定量的に実施された雨量観測（1442）は，立

派なものであった．これはやはり中国の影響であったと

推定される．中国では雨量の観測は古く漢朝から行われ

れていたことはすでに述べたが，少くも，南宋時代には雨

量計によって相当正確に測定されていたことが知られ19）

明朝のM24年には雨量計はすにで広く国内に設置されて

ヤた20）．

　このような，中国や朝鮮の実験実証的精神・定量的精

神は，日本にもおそらく大きな影響をもたらしたに違い

ない．しかし，当時のわが国では，観測が行われた記録

はなく，経験にもとずく記載が，詳細かつ正確になって

きたところであった．

　康正2年（1456）村上山城守雅房の「（一品流三島村

上流）船行要術は，瀬戸内海の海上気象に関する村上一

族の知識の集録である．内容は陰陽説や支那の経験則，

日本の経験則などがまじってはいるが，とにかく，日本

における経験から帰納した天気学の最初の本であるとい

われる21）．例えば，その法則の1部を記すと，第3巻天

気の部の第3，「所の風を知るべき事肝要也．これ其国

其所の陰陽向背を以て知る事也．喩は北向の里は必ず北

風繁し，南向の国里は南風吹き安し．」また第4には，

「国里の長短に依りて風を知り，並に昼夜の風を察する

事あり．」これなどは，地形の影響を論じた小気候学の

教科書の1部として，今日でさえも，立派に通用するも

のである．

　ヨーロヅパでは14世紀に，気象観測報告が刊行されて

いた．イギリスのメールWilliam　Merleは1337～1344

の天気日誌を詳しくつけた22）が，これにはこの期間の，

夏冬の気候の変動なども書いてある．15世紀ごろになる

と，気象観測結果はドイツでも刊行されるようになった

23）．これらは，もちろん測器を用いたものではない．

　5・　16～18世紀における気候概念

　（A）　ヨーロッパの気候概念

　ヨーロッパでは，climateという言葉は，古代におけ

る傾斜，緯度または緯度圏の意味を中世も持ち続けて，

近世の初めまできた．そうして，‘緯度または緯度圏”
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の意昧は，“地域または場所”の意味をも示めすように，

次第に変化してきた．この，特定の地域または場所の意

味は，さらに転じて，そこの大気の状態または天候に関

係して老えられる地域または場所の意味になってきた．

　このようなclimateという言葉の使い方は，14世紀末

にすでにみられるが，一般的になったのは17世紀からで

ある．っまり，今日のような意味をclimateという言葉

が持つようになったのは，17世紀からとみてよいであろ

う16）．例えば1，If　the　country　or　climate　be　hot，an

house　must　stand　in　to　the　North．というホランド

（Holland1601）の記述，この他ミルトン　（Milton

1667），　キール（Kei111698）　またシンクレアのThe

husbandry　of　Norway　and　other　northem　climates

……（Sir　J。Sinclair1831）というような記述に，かな

り今日に近いclimateの概念がみられる．

　また，このような，大気の状態に関係したある地域ま

たは場所という概念の他に，ある卓越した大気現象（気

温・湿度・風・雲など）に関係したある地域または国の

状態をいうようにもなってきた．そうして，特に，その

卓越した大気現象を，人類とか，動植物などに影響を与

えるもの，すなわち環境として考えるようになった．例

えば1，シェイクス　（Shaks1611）はThe　Clymat’s　de－

1icate，the　Ayre　most　sweet（気候はよく，空気はと

ても新鮮である）というし，ガービア（Gerbier1662）

はThis　climate　makes　marble　itself　to　moulder（こ

の気候が大理石を造形者にする）というように使ってい

る．これが18世紀になれば，ほとんど今日の使い方と同

じになる・デ・フォウ（De　Foe1719）はWe　had　always

the　same　climate　in　all　the　roomsと　climate　とい

う語を使っている．

（B）　欧米における気象学の発展

　気象学の大勢についてみると，16世紀はまだ中世であ

った．文芸復興・地理的発見が相つぎ，気象学の発展に

も，もちろん，近世の芽生えが種々の形でみられる．し

かし，それがまとめられて，学問の体系をなすまでには，

16世紀においてはまだ成長「していなかった．したがって

1例としてドイツ気象台の図書館所蔵の教科書の刊行さ

れた世紀別の数からいうと24），16世紀11冊，17世紀7

冊，18世紀7冊，19世紀22冊となっていて，（この数は，

もちろん出版されたもの総べてではない）16世紀の教科

書の数は割合多いことがわかるが，内容からみると，16

世紀に出版されたものはほとんどがギリシァ時代の延長

で，新しい気象学書がドイツ・フランスで少しずつ出版

5
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されだしたところである．この事実からも，一般的な大

気現象に関するわれわれの知識が，16世紀から18世紀へ

と，急激に変化してきたことがわかる．

　1613，14，17年にはニュールンベルクでウェルナー

Wemerが気象観測を行った「し，ティコ・ブラーエBrahe

Tycho1546～1601が1576年から約20年の間，フヴェン

島で行った天文と気象の近代的観測も有名である．また

ケプラーJohannes　Kepler1571～1630は1598～1629

年の間気象観測をし，結果は1630年にEphemerides

novae　motuum　coelestiumに発表した．17世紀になる

と，ドイツではカッセルにおける1623～1646の気象観測，

バンベルクにおける1652～1658の気象観測日誌などが

あり，特に後者はその付近の広い地域に筆写によって拡

り，カレンダーとして使われた．これが30年戦争直後の

荒廃したドイツにおける農業気象に役立てられた23）．

　「しかし17世紀の気象観測で重要なことは，観測に測器

が使われだしたことである．アルコール温度計が1620

年，水銀温度計が1643年，気圧計は1643年に発明され

た．水銀温度計がフローレンスにもたらされたのは1654

年だが，これをフェルディナンドFerdinand　II　von

TOSKanaは，全ヨーロッパに送って，同型の測器で同

時観測をする努力をした．そこで，キールではReyher

により1679年から，チューブリンゲンではCamerarius

により1691年から，ベルリンではKirchにより1697年

から観測が行われた．気圧に関しては，1649～1651年に

クレルモントーフェルラント，パリー，ストックホルムの

3地点において，また，ライプニッッWilhelm　von

Leibnitz1646～1716によって1678～1679年にハノーパ

ーとキールの2地点において，同時観測が行われた．これ

らは，いずれも興味を持った学者の個々の努力によった

もので，長期間は続かなかったが，多数の地点で同型の

測器を使って同時観測を行い，その結果を比較したとこ

ろに気候学前史時代の最後としての重要な意義がある．

　このような気象学の新しい成果は，17・18世紀と少し

ずつ集められた．18世紀になって，まず，最初に国際的

に気象観測資料を集めたのは，ドイツの医者ヨハン・カ

ノルドら　（J．Kanold，J．C．Kundmann，」．G．Brauns－

chweigの3人）で，集まった記録は1717年から10年に

わたってブレスラウ集報として刊行した25）．さらにドイ

ツでは，1780年にマンハイム気象学会ができて，粗織的

に57地点で気象観測を行い，その資料はEphemerides

（1780～1795）13巻7，000ページとして出版された．これ

は後に気候の研究に利用されるところが多かった．しか

6

し学会創立者の1人ヘンメルJ．J．Hemmer1733～1790

の死や，国内の政治的混乱のため，1792年の観測結果まで

しか刊行されなかった．また，1723年の王立学会幹事の

ジュリンJames　Jurinの要請（J．Jurin1723；Invi－

tatio　ad　observationes　meteorologicas　communi　con－

silio　instituendas．Phi1．　Trans．　52．422～427）　によ

って，イギリス国内ばかりでなく，ヨーロッパの多数地

点および北アメリカ，インドなどの諸地点から，王立学

会に観測記録が送られた．このようにして，18世紀の20

～30年代にかけて急に気象観測や気象日誌が盛んにな

り，精度も高められてきた．さらに重要なことは，その

結果がまとめられ，種種議論されたことで，例えば，デ

ルハムW．Derham，ハードリGeorge　Hadley1685～

1744がフィ・ソフィヵルトランザクションに30～40年代

にかけて発表している．またこのころのアメリカにおけ

る観測結果は，その精度が詳しく最近確かめられた26）・ロ

シアではロマノソフM．W．Lomonossow1712～1765が

気象観測事業を組織し，彼自身も多くの気象学や気候学

的研究を行なった．彼は1753年すでに海洋と陸地の相互

作用の気候学的意義を詳論している27）．

　18世紀における気象学の最初の成果は，　ド・リュー

J．A．de　Luc1727～1817とコット　Louis　Cotte1740～

1815によって得られた．フランス人の牧師コットについ

ては，すでに詳しい紹介がある25）から省略しておく．彼

らの代表的著作は，

　J．A．de　Luc；Recherches　sur　les　modifications　de

　　1，atmospher6．1．II，Gen6ve1772．

　J．A．de　Luc；Id6es　sur　la　m6t60rologie．1．II，

　　Paris1786／87．

　Louis　Cotte；Trait6de　m6t60rologie．1～V，Paris

　　1774．

　Louis　Cotte；M6moires　sur　la　m6t60rologie，pour

　　servir　de　suite　et　de　supp16ment　au　Trait6de

　　m6t60rologie　puli6en1774．1．II，Paris1788．

である．この中で，コットは17世紀以来のフランス気象

観測の歴史を述べている．これによると17世紀後半には

かなり規則的な資料が，フランスでもまとめられていた

ようである．また，イギリスでは，有名な化学者で物理

学者でもあったドルトンJohn　Dalton1766～1844が気

象観測にも興味を持ち，その結果を」．Dalton；Mete－

orologicalobservationsandessays．London1793と

して出版した．また，単行本ではないが，前記ハードリ

ーは大気大循環に関する卓越した研究を1735年に発表し

、天気〃．6．一5．
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ている．

　以上の通り，欧米においては近代科学としての気象学

が，その歩みを始めた．大気の状態に関する物理学的研

究が進歩し，われわれの知識は次第に量的にまた成因的

に詳細になってきた．一方，climateという語は，ある

場所の大気の状態，またはある大気の状態の場所を意味

するようになってきた．まさに気候学が生れ出る前夜の

状況になった．あるいは，地上にその芽が出始まったと

ころといった方が適当かも知れない．

　（C）　日本の近世における気候概念

　コペルニクスが死んで，その地動説が出版された1543

年，日本の種子島には鉄砲が，ポルトガル人によっても

たらされた．日本にも西洋文化の波が押しよせてきた．

しかし，残念なことに，気候に関する知識は，17世紀の

終りごろから18世紀の初めまでは，どのように成長して

きたか，よくわからない．和算のような輝しい発展がな

かったことは事実であったろう．その後，町人文化が主

流にのり，その元豫（1688～1703）の最盛期にかかって，

渋川春海（1639～1715），貝原益軒（1630～1714），宮崎

安貞（1623～1697），西川如見（1648～1724），佐藤元庵

（？～1710または1713）などの一連の偉大な科学者が現

われた．こういう人達の業蹟の中には，気候に関するすぐ

れた観察や研究がみいだされる．これらは，中央ばかり

ではなく地方でも行われたので，例えば，宮崎安貞は中央

文化で花をさかせた“時代の文化人”ではなく，九州の

田舎で働きながら農業全書を完成「した人である．また，

研究の方法も結果もかなり信頼性のある優秀なものがあ

った．例えぱ渋川春海は，日本で初めて暦を作った人だ

が，その貞享暦（1684年採用）には，210日とか88夜と

いう今日でいうシングユラリティーが記入されている．

彼は，漁師や農民に聞いてこれを記入したといわれてい

るが，12～13才の少陣時代から北極星の移動を観測した

という彼が，ただの受け売りで記入したとは老えられ

ず，おそらくその事実は何年間かの自身の検討を経たも

のであろう、

　また，寛永の鎖国（1639）以後の海外事情を知るのに

困難な日本において，世界地理を特に研究した安井算哲

（渋川春海の父），新井白石，それに上記の西川如見など

の地理学的研究によっても，世界の気候が記述された．

例えば，西川如見は外国地理学の最初の書といわれる

「華夷通商考2巻」（1695）を著わし，また「日本水土老」

（1700），「両儀集説」（1714）などを著わ「した．両儀集説

巻1の地体と5帯を論じた部分は，地球説や気候帯を説
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いており，これはマテオリッチの世界図を参照して記さ

れたものである．1710年ごろ刊行された「増補華夷通商

老」に記述してある世界の気候はかなり正確な表現をし

いてる28）．

　マテオリッチMatteo　Ricci1552～1610の世界図（第

1版は1584）は近世日本における地理学史上において重

要なものである29）．中国の明代文化史上でさえ，西洋火

器の輸入と，マテオリッチの万国全図の輸入とは，重要

な意義をもたらしたといわれているほどである．その世

界図の地球説というのは，地球の形体は円形で，球体で

あるとしたもので，それまでの東洋人の世界観を根本的

に変更させてしまった．その気候論は，5気候帯を述べ

ているもので，「以天勢．分山海．自北而南為五帯．一

在昼長昼短二圏之間．其地甚熱．帯近日輪故也．二在北

極圏之内．三在南極圏之内．此二処地居甚冷．帯遠日輪

故也．四在北極昼夜長二圏之間．五在南極昼短二圏之

間．此二地皆謂之正帯．不甚冷熱．日輪不遠不近故

也．」という．すでに，地球上を熱帯と，南北両半球の

それぞれ温帯と寒帯の合計5帯に区分しているわけであ

る．古代中国においても，5帯説があったことを記した

が，それは，今日でいう中国の気候区分である．このマ

テオリヅチのは世界の大気候区分は，近世頭初をかざる

地理的発見の所産である．

　日本国内の気候については，佐藤元庵の気候審験録

（1690から15年間位の間に発刊）がある．元庵は，伊能

忠敬より約100年も先に，日本各地の経緯度を観測して

歩いた．その結果，各地の気候を論じ，地形によって・

同緯度の一般的気候よりかなり違った気候になることを

述べた．そうして，今日いうところの指標作物に関する

老えも述べている30）．

　土木事業，新田開発，産業奨励なども近世には大いに

進められるようになった．これの基礎になる気候条件の

考慮も，科学的になってきた．例えば，日本海岸の庄内

砂丘の固定に関する記録がある31）．これによると・坂野

辺新田村植付役の太郎右衛門（1693～1769？）は・飛砂

を防ぐための植林に日夜苦労し，ねむの木やぐみの木の

苗を自分で買い求めて，試植をした．その弟の久太郎は

極暑のとき，裸で砂丘上を何度も歩いて・風あたりが

よく涼しいところは，冬の季節風のときにも吹付けがは

げしいと老え，そこに厚植えをし，厚薄の差別などまで

をいろいろ考え，その結果やっと植林が成功「したという

のである．まさに，身をもって観測したというわけであ

る．

7



152

あ　と　が　き

気候概念の変遷と気候学の発達（1）

　以上，18世紀までの気候概念の変遷について述べた．

近代科学としての気候学は，ようやく18世紀末に芽生え

たばかりで，cjimatologyという語が18世紀にあったか

どうか，いまのところ明瞭ではないが，おそらく，18世

紀末にできたものと考えられる．続報には，「近世環境

論と気候学との関係」を述ぺ，続いて，「18世紀から19

世紀における気象観測事業の発達と気候学との関連」な

どについて，まとめたい．

　最初に記した通り，この報告は時代的な概観で，細部

にわたっては記述を省略した場合が多い．また文献・資

料の集め方のたりないところが相当にあると思う．そ

の点で多少にかかわらずお教えをいただければ幸であ
る．

　なお本稿を記してしまってから，シュナイダーカリウ

スの著書32）を入手した．補筆すべき点を多数見つけた

が，将来に完壁を期したい．また，環境論の歴史につい

ては，わが国では最近石田33）その他が論じているので参

老になる．
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